
対話の「場」を科学するー参加型「対話ガイドライン」
The Science of Dialogue: Participatory “Dialogue 
Guidelines”
⽇本科学振興協会‧社会連携ワーキンググループ

日本科学振興協会/JAAS は「誰一人取り残さず、あらゆ
る人々が参加することのできる科学コミュニティの形成： 
科学を通じた未来社会の繁栄に向けて」の取り組みで、
大阪・関西万博の「TEAM EXPO 2025」プログラム/共創
パートナーに登録されています。
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広義の対話：話し合い、意見交換
 
狭義のカテゴリー 
 
会話：関係性構築・雰囲気作り

対話：探究発見・視野の拡大・自己の変容

討論：説得（1つの論点・対立点について他者を説得）

議論：合意形成（目的を持った話し合い）

参考：暉峻淑子『対話する社会へ』（岩波書店、2017） 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会話（関係性）

対話（探求・変容）

討論（説得）

議論（合意形成）

・積み上げていくイメージ
・関係性や探求のないところ
で、説得・合意形成をしようと
して失敗している
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会話（関係性） 対話（探求・変容） 討論（説得） 議論（合意形成）

Science Talks 〇 〇

ディベート 〇 〇

環境カフェ 〇 〇

哲学対話 〇 〇 〇 〇



未来研究トーク　 
報告者：嶋⽥⼀義（未来研究トーク実⾏委員会）
[未来研究トークの記録]https://miraikenkyu.wordpress.com/ 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①目的：未来研究トークは鍛錬の場
• 多様な分野・セクタから集うメンバーが、将来の研究
分野を発⾒・創造するために、信頼関係を築き、俯瞰⼒
と問題設定⼒を鍛錬することを⽬的に、年に４回程度開
催されるワークショップ形式の会合。未来研究トーク実
⾏委員会が主催。

②形態：ワークショップ形式
• ワークショップは2時間。話題提供者が提供する話題
について参加者全員で俯瞰と問題設定。
• 時間配分︓話題提供（30分）、グループワーク
（60分）、成果共有（30分）。※その後懇親会 

③対話のテーマ
孤独について話そう／ スマートシティを作りたいですか
︖／ 学術系クラウドファンディングのこれから／ 科学者
の役割とエビデンス／ 欲しい︕「新しい」⼩中学校／ 
ワーケーションを考える[more]
 
 

④仕掛け・工夫 
「インタビューイングの仕⽅」「お題の⽴て⽅、ゴール
の設定」「グループの構成法」「議論の評価⽅法」「発
想の仕⽅」「理解の仕⽅」などなどについて研究中︕

⑤参加方法 
• 仕事や学問として熱⼼に取り組んでいるご⾃⾝の
軸をお持ちの⽅で、俯瞰⼒と問題設定⼒の鍛錬の
必要性に共感する⽅はどなたでも歓迎です

⑥意識・価値の変容
• 議論を通じて特定の知⾒を得て帰っていく。 
•「議論の仕⽅」の重要性を実感 
• 実⾏委員会でSIGを構成。

[JSTのプロジェクトから⽣まれました]
未来研究トーク実施報告書（2012-2014年度）
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ディベート 
報告者：中川 智皓（一般社団法人 パーラメンタリーディベート人財育成協会（PDA）代表理事） 
https://pdpda.org/ 
 

①目的 
多角的な視点から物事をとらえ、整理して分かりやすく伝える力を磨く。 

②形態 
（ルールに基づいた）ディベート。パーラメンタリーディベート。 

③対話のテーマ 
論題として、身近なテーマから社会問題などの時事を取り扱う。 
証拠資料を提出し合う証明ではなく、聴衆・ジャッジを説得するための内容を話す。 

④仕掛け・工夫 
肯定、否定のチームに”ランダム”に分かれ、人格と意見を別にして議論する。話す順序、役割、スピーチ時間を規定し、
論点整理をしやすいようスピーチ構成を整理したルール、補助シートを利用する。 
ゲームの特性を活かした動機付け、教育的配慮の工夫がある。 

⑤参加方法 
中学校・高校などの授業をはじめ、地域交流大会、全国大会、世界交流大会、教員研修などのイベントに参加。 

⑥意識・価値の変容 
様々な論題に触れることで、新しい知識や考え方、価値観を学んだ。より知ろうとするモチベーションが向上した。スピー
チの構成を意識したり、論理立てて話そうとするようになった。 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環境カフェ 
報告者：多田満（環境研究者） 
 
 

①目的 
環境・社会課題についてともに「学ぶ」「考える」ことで、お互い 
の理解を深め、共感をえる（自分ごとと捉える）ことを目的とする。 

②形態 
探究発見を目的とする対話 

③対話のテーマ 
気候変動や生物多様性、SDGsなど、および『沈黙の春』などR.カーソンの文学に関する話題。 

④仕掛け・工夫 
あるテーマに関して参加者全員に問いかけて、関連するキーワード・言葉をベン図で類型分けし、チャット（Zoom）で回
答することで認識を共有する。 

⑤参加方法 
2015年より対面でおもに都内の高校生と大学生が参加、2020年よりオンライン化、現在はクライメート・ユース・ジャパ
ン（CYJ）の勉強会や「環境カフェふくしま」（地元高校生）など。 

⑥意識・価値の変容 
環境・社会課題に関する対立軸のあるテーマにおける相互理解にとくに有用な手法とされ（アンケート結果）、価値観
を共有することで共感につながり「自分ごと化」することができた。 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哲学対話 
話題提供：安本志帆（みんなのてつがくCLAFA） 
 

①目的 
普段わざわざ立ち止まらないようなことを他者と共に聴き合い、話し合い、問い直すこと 

②形態 
こどもの哲学、哲学カフェ 

③対話のテーマ 
日常に溢れる問いから、哲学の王道の議論、差別や人権、政治を扱うものなどまで多岐にわたる。 

④仕掛け・工夫 
哲学をおこなう際の７つの型を使い、知的に安全な探求のコミュニティをつくる。 

⑤参加方法 
保育園・幼小中高等学校でカリキュラムとしておこなわれているものの他に地域活動・社会活動等でおこなわれてい
るもの、病院や福祉施設でおこなわれているものがある。コロナ以後はオンライン化も進んだ。 

⑥意識・価値の変容自分の想像を超える背景を持つ他者の存在を知ることにより、他者の言葉に興味をもって耳を
傾けるようになる。そして違いのある他者の存在をリスペクトするようになる。
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